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平
安
時
代
に
お
け
る
中
央
貴
族
と
地
方
社
会
に
関
す
る
研
究
【
要
旨
】
平
成
三
〇
年
度
博
士
論
文
提
出
日
平
成
三
〇
年
一
]
月
一
四
日
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
人
間
文
化
専
攻日
本
の
文
化
指
導
教
員
吉
田
一
彦
教
授
学
籍
番
号
一
六
四
八
〇
四
氏
名
手
嶋
大
侑
本
研
究
は
、
中
央
と
地
方
の
人
間
関
係
に
基
づ
く
政
治
的
・
社
会
的
関
係
の
視
座
か
ら
平
安
時
代
の
社
会
を
検
討
し
、
中
央
と
地
方
の
閲
係
発
展
史
と
し
て
平
安
時
代
を
捉
え
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
序
章
「
平
安
時
代
史
研
究
に
お
け
る
本
研
究
の
位
置
付
け
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
平
安
時
代
史
研
究
と
年
官
・
年
爵
研
究
の
整
理
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
研
究
の
独
自
性
と
意
義
、
研
究
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
を
述
べ
た
。
第
一
章
「
高
子
内
親
王
の
庄
園
経
営
」
で
は
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
「
観
音
寺
文
書
」
乙
巻
の
分
析
を
通
し
て
、
九
世
紀
中
・
後
期
に
お
け
る
高
子
内
親
王
家
は
、
筑
前
国
に
所
在
す
る
私
領
庄
園
の
経
営
に
あ
た
っ
て
、
筑
前
介
の
永
原
永
岑
を
庄
園
の
「
検
校
」
に
、
現
地
の
有
力
者
で
あ
る
荒
城
長
人
を
「
別
当
」
に
就
け
、
筑
前
国
司
.
荒
城
氏
の
協
力
を
得
る
経
営
体
制
を
築
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
《
院
宮
王
臣
家
‐
国
司
‐
地
方
有
力
者
》
と
い
う
政
治
的
・
社
会
的
関
係
を
基
盤
に
庄
園
を
経
営
す
る
あ
り
方
は
、
当
時
の
一
般
的
な
あ
り
方
の
一
つ
だ
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
第
二
章
「
「
土
人
」
の
国
司
任
用
」
で
は
、
ま
ず
「
土
人
」
を
そ
の
国
の
国
司
に
任
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
不
文
律
の
存
在
と
そ
の
定
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
不
文
律
は
、
“
本
貫
地
の
国
司
へ
の
任
用
を
禁
じ
る
原
則
(
本
貫
地
回
避
の
原
則
)
”
と
定
義
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
「
土
人
」
の
国
司
任
用
が
可
能
に
な
る
事
務
処
理
上
の
理
由
は
、
戸
籍
の
形
骸
化
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。次
に
、
九
世
紀
に
見
ら
れ
る
〔
1
〕
旧
本
貫
地
の
国
司
へ
の
任
用
、
〔
2
〕
「
浪
人
」
の
居
住
地
の
国
司
へ
の
任
用
の
検
討
を
通
し
て
、
〔
1
〕
〔
2
〕
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
地
方
有
力
氏
族
が
地
元
の
国
司
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
九
世
紀
後
半
は
、
地
方
有
力
氏
族
に
と
っ
て
、
本
国
の
国
司
の
ポ
ス
ト
を
望
む
が
、
本
貫
地
回
避
の
原
則
に
よ
っ
て
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続
く
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
十
世
紀
中
期
に
な
っ
て
、
戸
籍
の
形
骸
化
が
現
れ
始
め
、
除
目
を
行
う
際
の
事
務
処
理
上
、
「土
人
」
の
国
司
任
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
地
方
有
力
氏
族
の
所
望
が
実
現
さ
れ
る
状
況
と
な
り
、
十
世
紀
中
期
頃
か
ら
、
「
土
人
」
の
国
司
任
用
が
確
認
さ
れ
は
じ
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
章
「
年
官
制
度
の
展
開
」
で
は
、
ま
ず
年
官
に
よ
る
任
官
事
例
の
検
討
を
通
し
て
、
年
官
に
よ
っ
て
地
方
有
力
者
が
地
元
の
国
司
に
申
任
さ
れ
は
じ
め
る
時
期
は
十
世
紀
中
期
頃
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
、
「安
和
二
年
宣
旨
」
の
分
析
か
ら
、
十
世
紀
中
期
頃
か
ら
右
の
よ
う
な
申
任
が
増
加
す
る
背
景
と
し
て
、
中
央
の
官
人
た
ち
が
下
級
国
司
の
地
位
を
望
ま
な
く
な
っ
た
状
況
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
の
問
に
、
除
目
に
お
け
る
年
官
の
選
考
順
が
早
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
年
官
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
た
地
方
有
力
者
が
地
元
の
国
司
に
任
官
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
年
官
は
、
十
世
紀
中
期
頃
か
ら
、
中
央
と
地
方
の
関
係
を
創
出
す
る
方
途
と
し
て
社
会
的
価
値
を
高
め
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
第
四
章
「
平
安
中
期
の
年
官
と
庄
園
」
で
は
、
ま
ず
播
磨
国
の
摂
関
家
領
滝
野
庄
の
分
析
を
通
し
て
、
滝
野
庄
は
現
地
の
有
力
氏
族
播
磨
氏
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
安
定
し
た
庄
園
経
営
を
実
現
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
年
官
は
摂
関
家
と
播
磨
氏
と
の
良
好
な
関
係
を
構
築
・
繕
持
す
る
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
紀
伊
国
の
平
惟
仲
領
庄
園
の
分
析
を
行
い
、
平
惟
仲
は
、
現
地
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
経
営
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
自
身
の
年
官
に
よ
っ
て
現
地
の
有
力
者
を
紀
伊
国
司
に
申
任
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
安
中
期
に
お
い
て
年
官
は
、
中
央
の
権
門
が
庄
園
経
営
に
必
要
不
可
欠
な
現
地
有
力
者
と
の
良
好
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
・
維
持
・
強
固
に
す
る
手
段
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
五
章
「
平
安
中
期
に
お
け
る
受
領
と
年
官
」
で
は
、
年
官
に
よ
る
申
任
の
際
、
受
領
が
仲
介
者
に
な
る
場
合
、
そ
の
申
任
は
、
受
領
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
受
領
は
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
仲
介
者
に
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、
受
領
に
よ
る
〔
1
〕
仲
介
料
の
獲
得
、
〔
2
〕
任
国
に
お
け
る
現
地
有
力
者
の
編
成
と
い
う
二
点
に
注
目
し
、
こ
の
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。
ま
ず
〔
1
〕
仲
介
料
の
獲
得
の
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
、
受
領
は
権
門
に
被
推
薦
者
を
紹
介
し
た
見
返
り
に
仲
介
料
を
得
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
在
国
の
任
用
国
司
に
注
目
し
な
が
ら
、
受
領
に
よ
る
任
国
統
治
の
様
相
を
考
察
し
、
受
領
の
統
治
下
に
は
受
領
と
協
調
関
係
に
あ
る
任
用
国
司
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
任
用
国
司
に
は
、
現
地
有
力
者
や
郎
等
が
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
国
司
文
書
の
位
署
欄
の
検
討
か
ら
、
国
内
の
競
合
に
勝
ち
た
い
現
地
有
力
者
や
郎
等
に
と
っ
て
、
任
用
国
司
の
地
位
は
、
ほ
か
の
国
衙
勤
務
者
た
ち
と
差
別
化
を
図
れ
る
点
で
魅
力
的
な
も
の
で
あ
り
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
〔
2
〕
受
領
に
よ
る
現
地
有
力
者
の
編
成
の
観
点
か
ら
年
官
を
考
察
し
、
そ
の
結
果
、
現
地
有
力
者
に
任
用
国
司
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
年
官
は
、
現
地
有
力
者
と
の
間
に
良
好
な
人
間
関
係
を
形
成
し
(
す
で
に
あ
る
関
係
を
よ
り
良
好
に
し
)
、
彼
ら
を
自
身
の
統
治
体
制
内
に
編
成
す
る
手
段
と
し
て
、
受
領
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
六
章
「
平
安
中
期
に
お
け
る
国
検
田
使
と
権
門
」
で
は
、
①
「
志
賀
郡
検
田
使
右
衛
門
志
成
道
」
と
、
②
「
国
検
田
使
」
威
儀
師
蓮
明
の
事
例
の
検
討
を
通
し
て
、
従
来
の
「
国
検
田
使
」
理
解
を
再
検
討
し
、
「
国
検
田
使
」
は
、
受
領
の
部
下
ど
し
て
の
側
面
と
、
個
人
の
持
つ
人
間
関
係
で
動
く
側
面
の
二
つ
を
併
せ
持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
受
領
だ
け
で
な
く
、
中
央
の
権
門
と
の
関
係
も
視
座
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
「
国
検
田
使
」
の
実
像
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
論
「
「
三
宮
」
概
念
の
変
遷
と
「
准
三
宮
」
」
で
は
、
各
時
代
の
「
三
宮
」
事
例
の
検
討
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
三
宮
」
は
太
皇
太
后
・
皇
太
后
・
皇
后
の
総
称
だ
と
す
る
理
解
は
、
十
一
世
紀
前
半
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
「
三
宮
」
は
、
「
三
つ
の
宮
」
の
意
味
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
終
章
「
中
央
と
地
方
の
関
係
発
展
史
と
し
て
の
平
安
時
代
」
で
は
、
本
研
究
に
収
録
し
た
六
つ
(
第
一
章
か
ら
第
六
章
)
の
研
究
成
果
を
整
理
し
、
中
央
と
地
方
の
関
係
の
発
展
史
と
し
て
の
平
安
時
代
史
像
を
提
示
し
た
。
ま
ず
中
央
と
地
方
の
政
治
的
・
社
会
的
関
係
の
本
格
的
形
成
は
承
和
年
間
(
八
三
四
‐
八
四
八
)
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
関
係
は
《
中
央
の
権
門
-
地
方
有
力
者
》
《
中
央
の
権
門
-
国
司
》
の
関
係
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
の
国
政
改
革
で
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く
、
十
世
紀
以
降
も
存
続
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
、
十
世
紀
中
期
に
「
土
人
」
の
国
司
任
用
が
可
能
に
な
り
、
年
官
が
中
央
と
地
方
の
関
係
を
創
出
・
強
固
に
す
る
方
途
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
と
地
方
の
関
係
が
大
き
く
展
開
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
時
期
を
展
開
期
と
し
て
評
価
し
た
。
次
に
、
平
安
中
期
の
社
会
に
は
、
《
中
央
の
権
門
-
地
方
有
力
者
》
《
中
央
の
権
門
ー
国
司
》
《
国
司
-
地
方
有
力
者
》
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
政
治
的
・
社
会
的
関
係
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
関
係
の
展
開
に
年
官
が
関
与
・
寄
与
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
中
央
と
地
方
の
人
間
関
係
に
基
づ
く
政
治
的
・
社
会
的
関
係
は
、
基
本
的
関
係
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
九
世
紀
以
来
、
発
展
し
続
け
た
こ
と
を
述
べ
、
十
世
紀
中
期
の
変
化
は
、
こ
の
関
係
の
「
展
開
」
で
あ
り
、
「
転
換
」
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
関
係
の
発
展
史
と
し
て
平
安
前
・
中
期
を
見
た
場
合
、
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
は
一
連
の
時
代
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
